
～高次脳機能障害者へ寄り添いたい方へ～

和歌山県高次脳機能障害
支援・指導者養成研修会

高次脳機能障害の支援の指導者を養成するための研修会を開催します。国立障
害者リハビリテーションセンターが作成したプログラムに基づいた各分野のトップレ
ベルの講師陣による講義です。高次脳機能障害の支援に必要な基礎から高度な知
識を学ぶことができます。

1日目
日 時

令和5年2月21日 13:15-16:35

・Microsoft Teamsによるオンライン配信

火

開催形式

第2部

和歌山県子ども・女性・障害者相談センター 障害者支援課 広中
ＴＥＬ ０７３－４４５－７３１４ ＦＡＸ ０７３－４４６－００３６
e-mail   e0404025@pref.wakayama.lg.jp

問 い 合 わ せ 先

令和4年度

2日目 令和5年2月22日 13:15-16:25水

障害福祉サービスに関係する事業所の職員で以下の方
・高次脳機能障害者の支援経験のある、もしくは支援をする予定の
ある方

・高次脳機能障害者に寄り添うために体系的に学びたい方
※二日間とも参加できる方に限ります。

対 象

申 込 み

内 容

・裏面申込み用紙に必要事項をご記入の上、令和5年2月13日（月）
までに お申し込みください。

日程 時間 演題 講師

13:15～13:25 挨拶・案内

13:25～13:45 高次脳機能障害とは
国立障害者リハビリテーションセンター　顧問
深津　玲子

13:45～14:15 診断・評価 東北大学　教授　鈴木　匡子
14:25～15:00 病院におけるリハビリテーション 東京慈恵会医科大学　教授　渡邉　修

15:00～15:40 障害特性の理解　診断・評価体験
子ども・女性・障害者相談センター
支援コーディネーター　庄司　怜子

15:50～16:20 制度利用
国立障害者リハビリテーションセンター
研究所　室長　今橋　久美子

16:20～16:35 質疑応答

第1日
2月21日



※講義は、事前に録画された動画で行います。（但し、第１日「障害特性の理解 診断・
評価体験は除きます。）

※複数名での聴講は、ご遠慮ください。（１URLにつき１名の聴講でお願いします。）
※聴講用ＵＲＬの他者への拡散はご遠慮ください。
※当日の午前１０時時点で、県内において警報（大雨・洪水・暴風等が発令されている等
緊急時には、開催中止とする場合があります。）

※研修資料は、事前にメールでPDFで送付しますので、参加者で印刷していただきます
ようお願いします。

※視聴後は、アンケートへのご協力をお願いいたします。

令和４年度

和歌山県高次脳機能障害
支援・指導者養成研修会 参加申込書

（申し込み締め切り 令和５年２月１３日（月）

【申込方法】メールまたはＦＡＸにてお申し込みください。
・Ｍａｉｌ：e0404025@pref.wakayama.lg.jp

件名を「高次脳指導者養成研修会申し込み」とし、以下の項目をメール
本文にご記載ください。

・Ｆ Ａ Ｘ：０７３－４４６－００３６

和歌山県子ども・女性・障害者相談センター
障害者支援課 広中 宛

お名前 職種
ふりがな

住 所

Ｔ Ｅ Ｌ

メールアドレス
※必ずご記入ください。

所 属 機 関 名

※ご記入いただきました個人情報につきましては、和歌山県個人情報保護条例を遵守し、
適切に取扱います。

日程 時間 演題 講師

13:15～13:55 失語症とコミュニケーション支援 日本言語聴覚士協会　副会長　立石　雅子

14:05～14:40 相談支援
神奈川県リハビリテーション支援センター
高次脳機能障害支援室　総括主査　瀧澤　学

14:50～15:30 生活訓練
国立障害者リハビリテーションセンター
自立支援局　作業療法士　安部　惠理子

15:40～16:10 生活と支援の実際 札幌国際大学　教授　青木　美和子
16:10～16:25 質疑応答

第2日
2月22日


